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ORIRO備えあれば
　安心・安全ライフ

緩降機
取扱説明書
ORIRO

緩降機とは降下速度を一定の範囲に調整されたもので、   使用者が他人の
力を借りずに自重で降下でき、つるべ式に一人ずつ交互に何人でも安全
に避難できる避難器具です。
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▲ メンテナンス 避難ハッチの点検・保守は、年2回

●お問い合せは・・・・・

●本製品は予告なく変更することがあります

緩降機収納箱

調速器

調速器と合わせながら
緩降機格納箱に納めます。



● 以後は、『D2型』の
   操作手順で行なって
   下さい。

「D型」

「D型」

「D型」

ORIRO緩降機
■正しい使用方法
下記の手順で正しい操作を行なってください。

緩降機の側面に付いているラッチ錠を
外し上蓋を開けてください。

フックを持ち、調速器とリールを合わせて取り
出してください。

取付金具に調速器を取付ける。安全環
（止め金具）の付いている部分に指を掛
け内側に曲げ口を開け、取付金具アー
ム先端の吊環に掛けてください。
指を離すと内蔵されているスプリング
の力で元に戻ります。安全環を右に
回して、締めてください。

吊環に掛ける時、指を挟まない
ようご注意ください。

安全環を確実に締めた事を確認
してください。（締めないで使
用すると危険です）

ロープの巻いてあるリールを
投下します。

地上に人がいない事を確認して
投下してください。

着用具を頭からかぶり、右図のように
胴部に装着してください。

誤って長いロープ側の着用具を
装着すると墜落する危険があり
ます。

地上に投下しているロープと、装着した
着用具側のロープを2本同時にしっかり
と手で握った状態で外に出てください。

！

！

！

！

緩降機屋外用格納箱の両側面の
ラッチ錠を開放してカバーを取り
外します。各種、屋外用格納箱は
同じ操作方法で取り外します。

●カバーを取り外します。

●

●吊環を持ってアームを外に倒すように引上げます。
●両手で取手を持ち、ス
　トッパーが作動するまで
　支柱を引上げます。

●調速器のフックを吊環
　に掛け、安全環を確実
　に締めて確認します。

●ロープの巻いてあ
　るリールを外に投
　下します。

●着用具を胴部に着用し、
　ベルトを両手で持ち身体
　を後ろに倒すと、ベルト
　が締まります。

●2本のロープを持って外へ出て、身体
　を壁面に向けてロープを離して降下し
　ます。

●着地したら、上で
　待っている人のた
　めに素早く着用具
　を外し、安全な場
　所へ避難してくだ
　さい。

●BOXのラッチ錠を外し
　カバーを開けます。

●アームの先端を持ちストッパーが
　作動するまで持ち上げます。

●アームの先端を外に向
　けて、ストッパーが作動
　するまで回転します。
　以後は　　　　の操作
　手順で行なってください。

「D型」
●持ち上げるように手前に引き上げて
　カバーを外します。
　以後は　　　　と　　　　の操作
　手順で行なってください。

「D型」「B型」

●アームの先端を外に向けて、
　ストッパーが作動するまで
　回転します。
　以後は　　　　の操作手順
　で行なってください。

「D型」

●取手を持ち、ストッパーが作動するまで持
　ち上げます。連動してアームと調速器が外
　に出ます。

●評定品はリールが
　自動で降下します。

●屋外のBOX
　両側面のラッ
　チ錠を開放し
　てカバーを取
　り外します。

●一段目の支柱
　の取手を両手
　で 持ち、ストッ
　パーが作動す
　るまで引き上
　げます。

●二段目の支柱
　の取手を両手
　で持ち、ストッ
　パーが作動す
　るまで引上げ
　ます。

●調速器を吊環に
　掛け、安全環を
　確実に締めて確
　認します。以後は
　　　　の操作手
　順で行なってくだ
　さい。

　操作方法は、各機種と同
　じ操作手順で行なって
　ください。

●操作は　　　　と同じで、アーム部分が
  スライドします。スライドハンドルで
　アームの先端を外に向けて押出します。
　以後は　　　　の操作手順で行なって
　ください。

「D型」

「DA型」

1

2
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※屋外の緩降機屋外格納箱に収納されている
　場合は、そこから取り出し上記の操作
　を行なってください。

4

5

6

■各種取付金具使用方法
●取付金具が設置されている場所と機種を確認してください。
●各機種とも絵図の説明後は、　　　　　　　　　　　の操作手順で行なってください。

注意

注意

危険 危険

使用方法

●操作は
　と同じで、取手
　を持ち、ストッ
　パーが作動す
　るまで持ち上
　げます。

●調速器を吊環
　に掛け、安全環
　を確実に締め
　て確認します。

●アームの先端
　を外に向けて
　押し出します。
　以後は
　の操作手順で
　行ってください。

「D1型」

「D型」

調速器

D型（床付用）

「D型」使用例「5～10」

「D型」

「D型」

●調速器のフックを吊環に掛け
　安全環を確実に締めて確認します。
　以後は　　　　の操作手順で行なってください。

●調速器のフックを吊環に掛け、
　安全環を確実に締めて確認し
　ます。

●アームの先端を外に向けて、
　ストッパーが作動するまで回
　転します。
　以後は　　　　の操作手順
　で行なってください。

●調速器のフックを吊環に掛け、
　安全環を確実に締めて確認します。
　以後は　　　　の操作手順で行なってください。

B型 B型（ケンドン式）

C型 屋外（固定式） 屋外（回転式）

LE型 D1型（一動作式）

DA型

DS型 壁付用

「D型」

DSR型




